
  
  ｢テーマ型｣地域活動において既存組織が形成する社会ネ

ットワークの可視化
社会ネットワークへの階層的クラスター分析の適用を通じて

  誌名 農村計画学会誌 = Journal of Rural Planning Association
ISSN 09129731
著者名 萩原,和

星野,敏
橋本,禅
九鬼,康彰

発行元 農村計画学会
巻/号 31巻
巻号補足 論文特集号
掲載ページ p. 273-278
発行年月 2012年11月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



fテーマ型j地域活動において

既存組織が形成する社会ネットワークの可視化

一社会ネットワークへの階層的クラスター分析の適用を通じて一
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I 研究の背景と目的

地方交付税の大幅な削減を背景とした平成の大合併

では，過疎化や高齢化が進行する農村部を抱える新たな

基礎自治体を多く生み出した。こうした基礎自治体では，

行政区域が拡大する一方で， 18市町村レベルでの個性的

な地域づくり活動を継続することが大きな課題となって

いる。そのため近年，従前の自治体行政の役割を見直し，

地域住民自らの意思決定に基づいてテーマを設定し地域

活動を進めていく fテーマ型j 地域j舌動(以下 fテーマ

型j 活動) 11' 1) を支援する取り組みが多く見られる。そ

の狼いは，自治体側が地域住民の主体的な地域づくりを

後押しするような補助施策にもとづき，既存組織(自治

会.1IlJ内会， など)や地域内外の市民活動団体・

個人が協{tliJJで‘活動組織を設立することで，地域づくりを

推進していくことにある。しかし，山崎 (2006)が指矯

するように，既存組織は地域秩序に基づいた生活充実(続

謹)型であるため，必ずしもテーマ設定によるプロジェク

ト型の地域づくりに慣れているわけではない 1) このた

め， iテーマ型j活動においては，如何に既存組織を叡り

込みながら，地域内外との協働体制を構築するかが鍵と

なる。しかしながら，既存組織が従前から持つ複雑で多

溜的なつながりがテーマ型j 活動においてどのよう

な影饗を与えるかは未だ明らかにされていない。こうし

た課題を解決するためにも，新たな fテーマ型j 活動に

おいて，既存組織がどのように関与し，如何なるネット

ワークを構築しているかを可揖化する必要がある。

こうした中で，既存組織を取り込みながら新たな地域

づくりを推進する事例を研究したものとして，例えば，

萩原ら (2011)が新たに設立された住民自治組織におい

て形成される既存組織のネットワーク構造を社会ネット

ワーク(以下 SN)論におけるブロックモデリングによっ

て縮約し，そのネットワーク特性から住民自治組織を類

型化する手法を提示した 2)。一方，上野 (2009)は，熊

本市のコミュニティ政策を受けて複数の自治会および農

村集務が共罰して創設した新組織を対象に，俗人と既存

組織を架橋する SN構造に着目し，その構造特性からソー

シヤル・キャピタノレを醸成する基盤としてのネットワー

ク特性を検証している:吋。しかしながら，これらの研究

は新たな「テーマ型j 活動における既存組織の位置づけ

を明らかにしたものの，既存組織が構築する複雑で、多局

的な SN構造が，どのように形成されているかを十分に把

握するまで、には至っていなし、。こうした課題に対応する

ためにはテーマ型J活動の組織(新組織)と既存組

織(1日組織)が識り成す組織関連携に注回しつつも，筒

時に是正存組織がこの新組織との関係性において持ち得る

SN構造が如何なる状態で形成されるかについて可視化

し，それらの構造を明らかにする必要がある。

そこで本研究ではテーマ型j活動における SN構造

の裏側にある既存組織相互のつながりを明快に可視fじす

るために， SN論における 2-modeグラフの概念を用いて，

新!日組織開のネットワークを描画や階層的クラスター分

析を実施した。こうすることで fテーマ型」活動におい

て連携が不十分である既存組織について如何なる支援が

必要かSN構造を提示しながら改善方策を検討できる。

E 調査・分析方法

1 調査対象地域の選定および地域の概婆

(1)調査対象地域

謂査対象地として， iテーマ型」活動の地域づくりを行

政が助成し，地域住民が主体的に活動している愛知県豊

凶市を選定した。間市は， 2005年に 6町村(1日西加茂郡

藤岡町・小原村、!日東加茂郡足助町・下山村・旭町・稲
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武町)がIB豊田市に編入されたことによってできた自治

体であり，人口は 36万人から 42万人に増加し，豊橋市

を抜いて県下第 2位の人口規模である。市域面積は，合

併以前の 290.12km2から 918.47km2に拡大し愛知県全体

のおよそ 2舗をおめ，岐阜県や長野県に接している。

(2)農田市における地域自治の体制

豊田市は， 2005年 10月に地方自治法it2)に則り， 12 

の地域自治区， 26の地域会議(地方自治法における地域

協議会に相当)を設置することで，都市内分権n3)およ

び地域住民と行政との協働による地域づくりを推進して

きた。これに伴い，各地域自治院には，事務所(地域支

援課および 11支所)に地域振興担当を記置している。関

市では，以上のような体制のもとで「地域自治システムj

の構築を閏指しているが，特に中山関地から都市部まで

の多種多様な地域特性告と活かして，住民自らが行政との

協働のもとでそれぞれの地区にあった地域づくりに取り

組むことに重点が置かれている。

(3)畳間市における「テーマ型J活動の助成制度

この重点目擦を達成するために， 2005年度より実施さ

れている施策が， rわくわく事業(豊田市における「テー

マ型」活動の助成制度)Jである。この施策は，地域にあ

る既存組織(自治区，コミュニティ会議ii，.1) PTA，崩工

会，老人クラブなど)が主体的に取り組む地域づくりに

対し，補助金を交付するものである。わくわく事業の選

定にあっては，地域会議が公開審査のもとで審議し，そ

の結果を踏まえて各支所長が最終決定する。各地域とも

同一基準(技会的公益性が確保されているか，地域の必

要性が高いか，実現性が十分か，継続・発展性があるか

の審査)によって選考がなされるものの，都市内分権の

考えに基づき，補助率や補助金額の決定(各地域の年間

全体予算は 500万円)は，各地域会議によって基準を定

めて決定している。

本研究においては，このわくわく事業を実施している

26地域会議の内， SN分析に協力のあった 2地区(足助，

!日豊田市猿投)を対象(選定理由は後述)として分析・

考察する。

2 欝査方法

制分析においては， 2010年度に，わくわく事業に参画

した全地域自治亙の間体代表者を対象に2011年2月に実

施したアンケート調査(筆者が調査票のデザインに関与)

を用いた。なお，回収状況は，配布数285(26地IKの合
計)，有効回答数 227部，有効回収率 79.6%であった。

分析に使用した費問項目は， r代表者から見た，わくわく

事業における所長義自体と既存組織 (20種類)の連携の有

無および頻度」であり， r 1.多少連携している， 2.ある程

度連携している， 3.緊密に連携しているj の3段踏で測

定した。 SN分析では，一つでも組織の欠落があると，そ

の後の SN構造の検証に支醸が生じる。本研究では，①回

収率を地域自治思毎に集計し，②アンケート田収率が

100%であり，かっ③誤回答による欠損値がない事例を選

定した。この条件を満たした地匹は足助，猿投の2地区

であった。足助は農村地域(人口 8，749人，世帯数 2，

885役帯，高齢化率 32.43%)，猿投は都市近郊農村地域

(人口 69，918人，世帯数27，021世帯，高齢化率 17.60%)

であることから，地域特性の違いによる既存組織のネッ

トワーク形成の差異を検証する上でも最適と考えた(表

1)。なお，こうした 2地区の SN構造の違いが，どのよ

うな要因に基づいているのかについては， ヒアリング諦

査および提供資料から補足的に検証した。

3 分析方法的 5)

(1)組織間 SN構造の把握

分析では，まず，わくわく事業団体と既存組織との関係

表 1 識査対象地区の概要
Table I Outline of study area 

地区 |臼市町村名 わくわく事業のァーマ間体名および事書室内容 面穣 ノ、口 世帯数 向齢化率

fBlllT新生会 田町集会所を活用したふれあいサロン事業主
足助自治夜祭境部会 河川流入家庭排水の浄化対策事業
東大島ふるさと考 東大島の自然景観を守る活性化推進事業
なかよし会 耕作放棄地の美化、蘇らせ事業
霧山耕流会 復元農地での耕作を通じた交流事業

足助
東加茂郡 みずきの皇づくり推進委員会

衿越渓谷もみじ谷プロジェクト
19，327 8，749 2，885 32.43覧

足助町 もみじ谷部会 ha 人 没者手
椿立地域づくり推進委員会 椿の塁をf舌かした癒しの空間の創造事業
足助植物闘をつくる会 足助植物図造成事業
新田町わくわくしよまい会 新田町の町並み景綴整備卒業
足助中央R算成街協同組合 大学生との協働による商j苫街活性化
コ州足助太鼓 足助太鼓による苦手少年の健全育成卒業
務木町まちづくり協議会 書章木町まちづくり活動(主に里山整備)

猿投書Tまちづくり協議会 5妻役回7まちづくり事業
(主に地域活性化のための勉強会の開催)

加納町ふれあいまちづくり推進部 加納lllTまちづくり事業(定に公闘霊祭備)

猿投 113霊長田市 さなげ台愛護会 団地内美化活動と改喜善活動 11，704 69，918 27，021 17.60見
後投地区 乙部ケ丘わくわく事業推進委員会 遊歩道整備や側溝の清掃活動 ha 人 没者幸

本徳田7まちづくり委員会 詩文策路〔遊歩道〕駐車場整備卒業
さとの声 人形劇jおよび読み関かせ事業
乙部まちづくり委員会 乙部ふれあい広場整備事業
j亥投打ち昭幸子太鼓保存会 nち時妻子太鼓保存維持率業
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既存組縦夜存錦織1
わくわく卒業
{子ーマA)

わくわく率重量

(子ーマC)

わくわく薬害軽

(子ーマB)

既存組綴1

既存組縦

既存組織3

塁王手手緩綴4

に近い状態」にある組織が存夜するケースが多い。階

層的クラスター分析では， r構造同値であるJか f構造

開催でなし、Jの二者択一ではなく，連続量として捉え

てネットワークを階躍的に分類する。図 2は，図 1の

行列演算で算出された f既存組織×既存組織Jの SN

構造を階層的クラスター分析によって解析した結果で

ある。まず左のデンドログラムは，算出されたユーク

リッド距離に基づいて，構造問値な関係にある組織が

クラスタ一位されている。ここで得られた所属クラス

ターをもとに， SN構造にプロットしたちのが右闘であ

り， 3つの階層に分割されている。こうすることで，

地形図における等高線のように，問機造をより立体的

に術撤することが可能となる。なお，一連の分析は，

Analytic Technologies社の UCINET6を用いて SN構造

を描画した後，需ソフトに内包されている階層的クラ

スター分析によって実施した。

2寸nodeグラフ!こよる SN描翻

2-modeグラフによる SN構造を描顕したところ関 3の

ようになった(ただし紙聞の都合上，足助地拡のみ掲載)。

SN構造の特徴をあげると，第1に，自治区や地区区長

会，地区コミュニティ会議が，各わくわく事業団体とネ

ットワークを結んでいる一方で，ネットワークに舎まれ

ない孤立した既存組織が存在している(鴎3左上に列挙)。

第2に，各わくわく事業団体を媒介する形で，間接的

に{mの既存組織と関係を持つライオンズクラブ，土地改
良区， PTAなど， j也の団体と繋がりのない団体が存在す

る。こうした特徴は，猿投地区においても問様であり，

2-modeグラフの描画が，各既存組織によるわくわく事業

団体とのつながりの違いを鮮明に表出させていることが
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結果直

性を表すSN構造を描画する。ここで得られる SN構造は，

2-modeグラフと呼ばれるものであり行為者j と「そ

の属性J(本研究では，既存組織とわくわく事業団体)の

関係表をもとに作成される(図 1の①， @)。しかしなが

ら，本研究が対象とする既存組織間のSN構造を捉えるた

めには， 2-modeグラフを l-modeグラフ(銑存組織×既

存組織)に変換する必要がある。今， r既存組織×わくわ

く事業部体」を nX阪の行列Aとすると，転置行列であ

る fわくわく事業間体×既存組織」はm>くnの行列lAで

ある(閤 1の③)。この時，行列AAにより mXmの正方
行ヂIJを求めることで(国 1の④)，行為者間関係，すなわ

ち f既存組織×既存組織jのSN構造(図 1の⑤)の把握

が可能になる。

(2) ネットワーク構造の多層性の把握

次に，得られた「既存組織×既存組織jのSN構造の多

層性を可視化するため，階層的クラスター分析を行う。

この分析手法の柱となる概念、は， r構造問値 (structural

わかる。

1寸nodeグラフ〈既存組織×或存綴織)への変換

次に 2-modeグラフに内在する既存組織問のネットワ

ークの抽出を行うため，図 1および圏2の手11演を踏まえ

ながら， 2-[日odeグラフを l-modeグラフへ変換した。生

成された足助，猿投開地区の既存組織間のSN構造は，そ
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equivalence)である。例えば，同じネットワークに存在

する組織AとBが，ネットワーク内の他の組織と完全に

向じ関係を持つ場合，組織Aと8は構造同値であるとい

う。ただし，紐帯数が増えて複雑化したネットワークで

は，似通った関係を持っているが，わずかに関係性の異

なった， r厳密には構造問値ではないが，構造問値に非常



れぞれ図4および図 Sである。 l-modeグラフでは，①事

業団体が媒介する形で既存組織がつながっていた各組織

は直接結合として描画し，②孤立していた組織は，ネッ

トワーク図からも孤立した形で描溜する。これを足助，

猿投の岡地匹を比較してみると，足助地区のほうが，全

体的な SN構造が密であり，猿投地区は，各既存総織を繋

く次数が少ない状況にある。以上の l-modeグラフの特徴

から，足助地区のほうが，わくわく事業への既存組織の

参画が比較的進んでいることが示唆される。

3 寵存組織間で形成される多躍的な SN構造の可視化

既存組織間で形成される多層的な SN構造を可視化す

るため，足劫，猿投同地域の SN構造に対して階層的クラ

スター分析を行った。鴎6は，間分析によるデンドログ

ラムである。これを，閤 2で示した手順に沿って， SN構

造にプロットしたのが，図 7，図 8である。これによる

と，足助地区においては，自治匹以外の既存組織が 2

つのグループ(②，③)に分かれ，その間を取り持つよ

うに自治区(グ〉レープ①)が存夜している。とりわけ自

治区を貫く次数は他の既存組織よりも多く，各既存組織

を取り結ぶようなハブ、機能を有していることがわかる。

-}j， 猿投地症では，自治区および地底コミュニティ

会議以外の既存組織が， 2つのグ、ノレープ(②，③)に分

かれ，その間を取り持つように自治区と地亙コミュニテ

ィ会議の 2団体が各既存組織潤を敬り結んでいる。ただ

し，自治拡と地法コミュニティ会議が散り結ぶ団体は，グ

ノレープ③が主義する既存団体への次数が多いことから，足

助地区よりも，既存組織の関係は特定の団体に偏る領向

にあることが窺える。

以上を総括すると，クラスターの多層性から SN構造を

分類した結巣，足助，猿投地区ともに，自治区あるいは

地区コミュニティ会議が， fむの既存組織とは]3IJの結合形

態、を持つこと，そしてこの 2団体が，他の既存組織を取 49.793 

り持つような位置特性を有していることがわかった。

N 考察

本章では，得られた知見が，実社会にどれほど適用し ::: 

うるかについて，主に豊田市地域支援課からのヒアリン 10，198 

グ調査と提供資料川}をもとに考察する。 7348

まず，足助地区におけるわくわく事業を介した既存組 o脚

織間の連携は，自治区をハブとするような賠層構造のも

とで行われていた。その一方で，ネットワークから孤立

するように 8つの団体が存夜しており，テーマ型地域づ

くりであるが故のまとまりの悪さが垣間見える結果とな

っている。一方，猿投地区においては，自治区と地区コ

ミュニティ会議が間じグループ内に包含され，それぞれ
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図7 足助地区の既存組織間ネットワークの階層性
Fig.7 The configurationality of network of existing 

structure in Asuke area 

が他の既存組織と関係を取り結ぶ状況にあった。しかし

ながら，足助会眠症と比較して，ネットワーク全体での紐

帯の密、度は疎となっている。

こうした2地区のSN構造の違いが，どのような要患に

基づいているのかについて検証する。最初にあげられる

のは，旧豊田市と!日 4町2村における自治区と地区コミ

ュニティ会議の成立過程の違いである。具体的には， 1975

年以降， 1日豊田市における地区コミュニティ会議が，お

よそ 6~10 の自治区を含む中学校誌を単位とした地域活

動を担ってきたのに対して，足助地区を含む!日 4罰T2村

では，合併後に地区コミュニティ会議の仕組みを導入し

ている。つまり， 1日豊沼市に属する猿投地区では，約 40

年をかけて自治区と地区コミュニティ会議の役割il引を

整理しながら，中学校区の地域づくりを推進してきた。

その一方で、，足助地区は，長年の自治区による地域活動

(主に集落や隣保単段)が，合併直前まで行われていた。

地在コミュニティ会議による中学校区の範顕での地域づ

くり活動の経験は，わずか5年程震であり，その活動は，

絡に就いたばかりである。こうした実態が，わくわく

業というテーマ型地域づくりにおいても，根深く影響し

ていることを，本研究の階層的クラスター分析は，強く

示唆している。例えば，ヒアリング調査においても，足

助地症では，重要伝統的建造物群保存地区に指定されて

し、る界隈を中心に観光協会や陶工会だけでなく，地域コ

ミュニティ会議などとの連携体制が構築されてきた(国

7の②)。加えて， PTAやライオンズクラブ，土地改良区

などは，小学校などにおける総合学習のサポートを通じ

て，地区内の用水やため池の管理の啓発を行っている(国

7の③)。他方，猿投地区では，防犯協会や民生委員，地

区区長会などの連携は，地区内の見守りなどの活動に拠

るところが大きいという O こうした特徴は，描画された

SN構造からも読み取れる(国8の②)。また，防災をテ

図8 猿投地区の既存組織間ネットワークの階層性
Fig.8 The configurational ity of network of existing 

structure in Sanage area 

…マとした地道な活動が，社協や PTA，農林業間体，土

地改良区の連携を強めており，こうした意識の高まりに

よってわくわく事業を活用した，ため池周辺の散策道の

整備もつながっている(図8の③)。

ところで，安田が指檎するように 2-modeグラフを

1-modeグラフへ変換する際の接続行列の乗算は，行為者

間(および属性問)の紐帯の存在を保証するものではな

いことに注意しなければならないぺ隣接行列の掛け算

によって得られる関係性は，行為者が一定の属性に関し

て共通であること，また属性が相互に共通の行為者を含

むことを指し示しているに過ぎないからである。

ただし，こうした制約条件を考慮しでも，これまで属

性の背後にある行為者間のネットワークをつぶさに可撹

化する手法はなかった。その意味において，少なくとも，

ある活動を通じて行為者間が取り結びうるポテンシヤル

を提示できたと考える。また，一連の分析では孤立した

既存組繊が多く描画される一方で，格互に直接的にはつ

ながりはないが，構造問{底的な組織(例えば，足助地区

のグ、ループ。③の PTA，土地改良区，体育指導員)が確認

された。つまり，位震特性から見て，よく似たネットワ

ークを持つ組織がある場合，間組織間における直接結合

の可能性を予見できることを示唆している。

以上をまとめると，本稿が検討した一連の手法は，ま

ず，①本研究で得られた既存組織間の多層的な SN構造の

可視化は，実社会とも整合している(換言すれば， rテー

マ型j活動の裏側にある既存組織の SN構造は， 18来から

の既存組織間の関係性が色濃く残る)こと，さらに②構

造問値に注目することで，似通ったネットワークを持ち

ながらも直接的に結合しない組織同士を比較的容易に探

索できること，の 2点、において有効であることが示され

た。
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V おわりに

本研究では， 2-modeネットワーク(わくわく事業団体

×既存組織)からトmodeネットワーク(既存組織×既存

組織)への変換によって，既存組織関の SN構造を描画し

た。さらに階層的クラスター分析によって既存組織が持

つ多層的なネットワーク形態の可視化の検討を行った。

これまで，地域づくり事業活動に関わる既存組織が，

どのようなつながりを持ち，かっ如何なる階層性のもと

で SN構造を構築しているかについては明らかにされて

こなかった。本研究により，既存組織が持つ多層的な SN

構造を可視化したことで，既存組織問の関係性をどのよ

うに改善すべきかについて課題共有が図られやすくなる

と考えられる。そして結びつきの強い当該団体向士で持

続的な連携関係を構築していくために，新たなテーマ設

定への議論に発展させることも十分可能と思われる。

今後の課題としては，既存組織をどのように新組織に

融合していくべきかについて，チームピノレディングなど

の実践的な手法を交えた方法論の構築が求められよう。

j主

注1)名和田 (2000)は， rNPOJがその専門'性や適合的

な組織形態によって定義できるのに対して， rテー

マ型J活動は，必ずしも専門性を有しない手作り

による市民活動だと指摘した7)。

注 2)豊田市では地方自治法第 202条の 4に員IJり，時限

的制限のない一般制度が適用された。

注 3)都市内分権とは、地域課題の解決に地域で取り組

む仕組みづくりを推進しながら、できるだけ地域

に近いところで総合的な行政サービスの提供を行

う仕組みのことであるヘ

注 4)1975年以降， I日豊田市において設立された中学校

区を範聞とした住民自治組織

注 5) ヒアリングは本庁の地域支援諜(対面による開き

取り)と足助および猿投支所の支所職員(電話に

よる閤き取り)に対して実施した。また資料 9)は

地域支援課の提供による。

注 6) I日豊泊市においてはこれまで，①地亙コミュニテ

ィ会議(中学校区の地域づくり)，②自治区(隣保

レベルの地域づ、くり)③地院慌長会(自治区間の

連携づくり)の 3つによって地域諜題に対r;むして

きた。新市移行後，これらに 4番目の組織として

地域会議(諮問事項の審議・答申)が加わったへ
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Summary : In this study， we drew a network structure between the existing organizations， using the method which converts 2-mode 

to I幽modegraph. In addition哩 wewere able to visualize the network structure with multiple layers.of existing organizations using 

hierarchical cluster analysis. The reality of network existing organizations involved in community improvement projects has not 

b巴endisclosed so far. It will be able to get a st巴Pby the results ofthis research， and go to improve the network between the existing 

organizations. 

キーワード(Keywords):社会ネットワーク (Socialnetwork)， rテーマ型」地域活動(thetheme-oriented community activities) ， 

2-modeグラフ (2-modegraph) ，階層的クラスター分析 (Hierarchicalc1uster analysis) 
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